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（百万円未満、小数点第 1 位未満は切捨て） 
1. 平成 22 年 3 月期第 2 四半期（中間期）の連結業績（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）  
（1）連結経営成績                          （％表示は対前年中間期増減率） 

 
経常収益 経常利益 中間純利益 

 百万円       % 百万円       % 百万円       % 
2 1 年 9 月 中 間 期 33,198 △17.6  5,786 ―  6,416 ―  
2 0 年 9 月 中 間 期 40,325 △14.8  △1,372 ―  △1,747 ―  

 
 1 株当たり 

中間純利益 
潜在株式調整後 1 株当たり

中間純利益 
 円銭 円銭 
2 1 年 9 月 中 間 期 247.85 240.90 
2 0 年 9 月 中 間 期 △67.49 ― 

 
（2）連結財政状態 

 
総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり 

純資産 
連結自己資本比率

（国内基準） 
 百万円 百万円 % 円銭 % 
2 1 年 9 月 中 間 期 2,648,660 67,883 2.5 463.88 9.82 
2 1 年 3 月 期 2,550,017 57,589 2.2 65.99 9.39 

 （参考）自己資本   21 年 9 月中間期 67,009 百万円   21 年 3 月期 56,708 百万円 
 （注１）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して

算出しております。 
 （注２）「連結自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第 14 条の 2 の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし

自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示第 19 号）」に基づき
算出しております。 

 
２. 配当の状況 

 1 株当たり配当金 
 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 
 円銭 円銭 円銭 円銭 円銭 

2 1 年 3 月 期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 
2 2 年 3 月 期 ― 0.00    

 （注１）配当予想の当四半期における修正の有無：無 
（注２）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当行が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式

（非上場）の配当の状況については、３ページ「種類株式の配当の状況」をご覧下さい。 
 （注３）期末配当につきましては、株式会社池田泉州ホールディングスの決算短信説明資料 20 ページをご参照ください。 
 
３. 平成 22 年 3 月期の連結業績予想（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）    

平成 22 年 3 月期の連結業績予想につきましては、株式会社池田泉州ホールディングスの決算説明
資料 20～22 ページをご参照ください。 
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4. その他 
 （1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無 
 （2）中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項の変更に記載されるもの）  
    ① 会計基準等の改正に伴う変更 ：無 
    ② ①以外の変更        ：無 
（3）発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月中間期 25,889,388 株 21 年 3 月期 25,927,437 株 
②期末自己株式数 21年9月中間期 0 株 21 年 3 月期 37,095 株 
③期中平均株式数（中間期） 21年9月中間期 25,889,782 株 20年 9月中間期 25,893,163 株 

 
 

（参考）個別業績の概要 
 

1. 平成 22 年 3 月期第 2 四半期（中間期）の個別業績（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）  
（1）個別経営成績                          （％表示は対前年中間期増減率） 

 
経常収益 経常利益 中間純利益 

 百万円       % 百万円       % 百万円       % 
2 1 年 9 月 中 間 期 29,797 △19.4  5,787 ―  6,422 ―  
2 0 年 9 月 中 間 期 37,010 △16.1  △1,415 ―  △1,544 ―  

 
 1 株当たり 

中間純利益 
 円銭 
2 1 年 9 月 中 間 期 248.06 
2 0 年 9 月 中 間 期 △59.64 

 
（2）個別財政状態 

 
総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり 

純資産 
単体自己資本比率

（国内基準） 
 百万円 百万円 % 円銭 % 
2 1 年 9 月 中 間 期 2,630,935 66,872 2.5 458.59 9.96 
2 1 年 3 月 期 2,529,655 56,567 2.2 60.55 9.55 

 （参考）自己資本   21 年 9 月中間期 66,872 百万円   21 年 3 月期 56,567 百万円 
 （注１）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 （注２）「単体自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第 14 条の 2 の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし

自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示第 19 号）」に基づき
算出しております。 

 
２. 平成 22 年 3 月期の個別業績予想（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）    
   平成 22 年 3 月期の業績予想につきましては、株式会社池田泉州ホールディングスの決算説明資料

20～22 ページをご参照ください。 
 

 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 
 当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第 17 条の 15 第 2 項に規定する事業を行う会社）に該当

するため、第 2 四半期会計期間については、中間連結財務諸表および中間財務諸表を作成しております。 
 また、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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○ 種類株式の配当の状況 

 
 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る 1 株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。 
  
 （第一種優先株式） 

 1 株当たり配当金 
（基準日） 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 年間 

 円銭 円銭 円銭 円銭 円銭 
2 1 年 3 月 期 ―  ― ― 0   00 0   00 
2 2 年 3 月 期 ― ―    

 
 （第二種優先株式） 

 1 株当たり配当金 
（基準日） 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 年間 

 円銭 円銭 円銭 円銭 円銭 
2 1 年 3 月 期 ―  ― ― ― ― 
2 2 年 3 月 期 ― ―        

 

－ 3 －



 

 

【定性的情報・財務諸表等】 
 
1. 経営成績に関する定性的情報 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善の波及による輸出や生産の回復、経済対策

による公共投資の増加を受け、持ち直しを示しております。 

輸出はアジア地域を中心に回復を続けております。設備投資は大幅な需給ギャップなどを背景に減少を

続けており、企業収益は人件費など費用の削減を進める中、一部で持ち直しに転じつつあります。個人消

費は、エコポイント制度や減税、補助金等各種対策の効果などから、薄型テレビや自動車などの耐久消費

財は堅調に推移しておりますが、雇用情勢および所得環境が厳しさを増したことから全体としては弱めの

動きとなっております。住宅投資は、不動産関連セクターを取り巻く金融環境が一段と悪化したことなど

から、減少しております。公共投資は各種経済対策の効果もあり、増加を続けております。 

物価情勢につきましては、製品需給緩和の影響は続いておりますが、国際商品市況の持ち直しを受けて、

国内企業物価は大幅下落のあと、最近は概ね横ばいの動きとなっております。消費者物価につきましては、

経済全体の需給緩和に加え、前年における石油製品価格高騰の反動から下落幅が拡大しております。 

金融面につきましては、政策金利である無担保コールレート（翌日物）は８月以降の資金調達ニーズの

高まりにより、誘導目標である0.1％の水準を上回る局面があったものの期末には落ち着きを取り戻しまし

た。長期金利につきましては、７月中旬以降、堅調な株式市場を背景に、1.4％台半ばまで上昇しましたが、

その後は９月の国債大量償還などの需給面に加え、下旬の株価急落を受けて金利は低下基調となり、期末

には1.3％台割れの水準となっております。 

株価につきましては、好調な海外株式市場や衆院選での政権交代に対する期待感から、堅調に推移して

おります。９月に自己資本規制強化などへの懸念から金融株の下落、また、円高進行から輸出関連株への

影響がありましたが、期末の日経平均株価は１万円を上回る水準で取引を終えております。 

 

以上のような金融経済情勢のもと、当中間連結会計期間の業績は、以下のとおりとなりました。 

当中間連結会計期間の経常収益は、有価証券利息や有価証券売却益の減少等により、前年同期比71億27

百万円減少して331億98百万円となりました。一方、経常費用は、前期に有価証券の含み損をほぼ一掃し資

産の健全化を図ったことから、有価証券の売却損や償却費用が大幅に減少し、前年同期比142億86百万円減

少して274億11百万円となりました。この結果、経常利益は57億86百万円となり、前年同期比71億58百万円

の増益となりました。また、中間純利益は64億16百万円となり、前年同期比81億63百万円の増益となりま

した。 

当行単体の業務純益は、連結ベース同様、有価証券の売却損や償却費用が大幅に減少したことから、70

億95百万円となり、前年同期比52億24百万円の増益となりました。 

なお、健全性の指標である自己資本比率は、連結 9.82％、単体 9.96％と国内基準に必要な水準を十分維

持しております。 

 
2. 財政状態に関する定性的情報 
（１）預金 

預金の当中間連結会計期間末残高は、銀行業務において個人預金・法人預金ともに増加し、前年同期

比733億円増加し、２兆3,106億円となりました。 

（２）貸出金 

貸出金の当中間連結会計期間末残高は、主に銀行業務において事業性貸出・住宅ローンともに増加し、

前年同期比414億円増加し、１兆6,523億円となりました。 

（３）有価証券 

有価証券の当中間連結会計期間末残高は、前年同期比1,741億円増加して、8,151億円となりました。 

（４）投資信託・年金保険 

①投資信託残高 

投資信託残高については、前年同期比220億円減少して、当中間連結会計期間末残高は、1,273億円

となりました。 

②年金保険販売額 

年金保険販売額については、前年同期比45億円増加して、277億円となりました。 
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3. 業績予想に関する定性的情報  

海外経済の改善が続く場合は、わが国景気も先行き徐々に持ち直していくと期待されています。しかし

ながら、大幅な需給ギャップの下で企業収益や雇用・所得環境など経済環境の厳しさが続くとみられるこ

と等、銀行を取り巻く経営環境は依然として楽観を許さない状況にあります。 

 

※平成22年3月期の業績予想につきましては、株式会社池田泉州ホールディングスの業績予想をご参照くだ

さい 

 
 
4. その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
該当する事項はありません。 

 
 

(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則･手続、表示方法等の変更 
該当する事項はありません。 
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５【中間連結財務諸表】 
(1)【中間連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前中間連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部    

現金預け金 57,188 53,977 71,048

コールローン及び買入手形 80,000 10,000 30,000

買入金銭債権 1,294 1,040 1,350

商品有価証券 1 19 514

金銭の信託 18,937 19,000 19,000

有価証券 641,019 815,150 647,108

貸出金 1,610,915 1,652,340 1,657,259

外国為替 3,112 3,912 1,316

その他資産 85,366 41,346 65,852

有形固定資産 24,341 23,033 23,788

無形固定資産 3,970 3,194 3,576

繰延税金資産 23,953 23,181 22,716

支払承諾見返 27,907 22,782 24,885

貸倒引当金 △15,684 △20,318 △18,397

資産の部合計 2,562,324 2,648,660 2,550,017

負債の部    

預金 2,237,314 2,310,693 2,248,784

譲渡性預金 200 － －

コールマネー及び売渡手形 5,959 － －

債券貸借取引受入担保金 91,780 161,379 107,039

借用金 28,323 20,395 21,017

外国為替 66 73 80

社債 40,000 38,000 40,000

新株予約権付社債 5,342 － 5,342

その他負債 66,481 26,371 44,256

退職給付引当金 438 391 420

役員退職慰労引当金 260 406 284

睡眠預金払戻損失引当金 41 40 48

偶発損失引当金 87 244 266

負ののれん 4 － 2

支払承諾 27,907 22,782 24,885

負債の部合計 2,504,207 2,580,776 2,492,428

純資産の部    

資本金 64,365 39,630 76,865

資本剰余金 10,272 22,571 22,771

利益剰余金 △1,388 6,557 △37,094

自己株式 △189 － △196

株主資本合計 73,060 68,759 62,345

その他有価証券評価差額金 △15,954 △1,748 △5,636

繰延ヘッジ損益 － △0 △0

評価・換算差額等合計 △15,954 △1,749 △5,637

少数株主持分 1,010 873 880

純資産の部合計 58,116 67,883 57,589

負債及び純資産の部合計 2,562,324 2,648,660 2,550,017
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(2)【中間連結損益計算書】 

（単位：百万円）

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結損益計算書 

(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

経常収益 40,325 33,198 83,201

資金運用収益 25,617 19,825 54,728

（うち貸出金利息） 15,927 14,452 31,504

（うち有価証券利息配当金） 9,422 5,318 22,840

役務取引等収益 4,430 4,428 8,204

その他業務収益 2,405 3,470 9,555

その他経常収益 7,871 5,474 10,712

経常費用 41,697 27,411 117,937

資金調達費用 7,455 4,519 13,026

（うち預金利息） 4,277 3,546 8,172

役務取引等費用 1,730 1,567 3,359

その他業務費用 6,693 473 25,089

営業経費 14,878 13,200 29,142

その他経常費用 10,939 7,650 47,320

経常利益又は経常損失（△） △1,372 5,786 △34,736

特別利益 424 355 572

償却債権取立益 232 347 502

貸倒引当金戻入益 114 － －

睡眠預金払戻損失引当金戻入益 77 8 70

特別損失 111 27 1,637

固定資産処分損 110 26 154

減損損失 1 1 1

退職給付信託設定損 － － 1,481

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損失
（△）

△1,059 6,114 △35,801

法人税、住民税及び事業税 196 178 98

法人税等還付税額 － － △48

法人税等調整額 504 △467 1,744

法人税等合計 701 △288 1,793

少数株主利益又は少数株主損失（△） △13 △13 △141

中間純利益又は中間純損失（△） △1,747 6,416 △37,453
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(3)【中間連結株主資本等変動計算書】 

（単位：百万円）

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

前連結会計年度の連結 
株主資本等変動計算書 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

株主資本    

資本金    

前期末残高 64,365 76,865 64,365

当中間期変動額    

新株の発行 － － 12,500

減資 － △37,234 －

当中間期変動額合計 － △37,234 12,500

当中間期末残高 64,365 39,630 76,865

資本剰余金    

前期末残高 48,126 22,771 48,126

当中間期変動額    

新株の発行 － － 12,500

減資 － 37,234 －

資本剰余金の利益剰余金への振替 △37,840 △37,234 △37,840

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △12 － △12

自己株式の処分 △0 △0 △1

自己株式の消却 － △200 －

当中間期変動額合計 △37,853 △200 △25,354

当中間期末残高 10,272 22,571 22,771

利益剰余金    

前期末残高 △37,481 △37,094 △37,481

当中間期変動額    

資本剰余金の利益剰余金への振替 37,840 37,234 37,840

中間純利益又は中間純損失（△） △1,747 6,416 △37,453

当中間期変動額合計 36,092 43,651 386

当中間期末残高 △1,388 6,557 △37,094

自己株式    

前期末残高 △185 △196 △185

当中間期変動額    

自己株式の取得 △4 △4 △14

自己株式の処分 0 0 3

自己株式の消却 － 200 －

当中間期変動額合計 △4 196 △11

当中間期末残高 △189 － △196

株主資本合計    

前期末残高 74,825 62,345 74,825

当中間期変動額    

新株の発行 － － 25,000

減資 － － －

資本剰余金の利益剰余金への振替 － － －

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △12 － △12

中間純利益又は中間純損失（△） △1,747 6,416 △37,453

自己株式の取得 △4 △4 △14

自己株式の処分 0 0 2

自己株式の消却 － － －

当中間期変動額合計 △1,764 6,413 △12,479

当中間期末残高 73,060 68,759 62,345
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

前連結会計年度の連結 
株主資本等変動計算書 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金    

前期末残高 △7,568 △5,636 △7,568

当中間期変動額    

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △8,386 3,888 1,931

当中間期変動額合計 △8,386 3,888 1,931

当中間期末残高 △15,954 △1,748 △5,636

繰延ヘッジ損益    

前期末残高 △13 △0 △13

当中間期変動額    

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 13 △0 12

当中間期変動額合計 13 △0 12

当中間期末残高 － △0 △0

評価・換算差額等合計    

前期末残高 △7,581 △5,637 △7,581

当中間期変動額    

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △8,373 3,888 1,944

当中間期変動額合計 △8,373 3,888 1,944

当中間期末残高 △15,954 △1,749 △5,637

少数株主持分    

前期末残高 1,028 880 1,028

当中間期変動額    

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △17 △6 △148

当中間期変動額合計 △17 △6 △148

当中間期末残高 1,010 873 880

純資産合計    

前期末残高 68,272 57,589 68,272

当中間期変動額    

新株の発行 － － 25,000

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △12 － △12

中間純利益又は中間純損失（△） △1,747 6,416 △37,453

自己株式の取得 △4 △4 △14

自己株式の処分 0 0 2

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △8,391 3,881 1,796

当中間期変動額合計 △10,156 10,294 △10,683

当中間期末残高
 
 
 
 
 
 
 
(4)【継続企業の前提に関する注記】
 
　　 該当事項なし  

58,116 67,883 57,589
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６【中間財務諸表】 
(1)【中間貸借対照表】 

（単位：百万円）

前中間会計期間末 
（平成20年９月30日） 

当中間会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部    

現金預け金 57,067 53,750 70,925

コールローン 80,000 10,000 30,000

買入金銭債権 1,294 1,040 1,350

商品有価証券 1 19 514

金銭の信託 18,937 19,000 19,000

有価証券 640,450 814,569 646,566

貸出金 1,618,738 1,662,216 1,665,625

外国為替 3,112 3,912 1,316

その他資産 69,066 23,794 48,476

有形固定資産 23,040 22,130 22,666

無形固定資産 3,873 3,121 3,493

繰延税金資産 22,356 21,543 21,214

支払承諾見返 16,997 13,966 14,883

貸倒引当金 △13,834 △18,132 △16,375

資産の部合計 2,541,103 2,630,935 2,529,655

負債の部    

預金 2,241,877 2,316,549 2,253,735

譲渡性預金 200 － －

コールマネー 5,959 － －

債券貸借取引受入担保金 91,780 161,379 107,039

借用金 20,996 13,867 13,940

外国為替 66 73 80

社債 40,000 38,000 40,000

新株予約権付社債 5,342 － 5,342

その他負債 60,114 19,152 37,053

未払法人税等 126 138 223

リース債務 24 23 24

その他の負債 59,962 18,989 36,804

退職給付引当金 431 383 413

役員退職慰労引当金 260 406 284

睡眠預金払戻損失引当金 41 40 48

偶発損失引当金 87 244 266

支払承諾 16,997 13,966 14,883

負債の部合計 2,484,154 2,564,062 2,473,088

純資産の部    

資本金 64,365 39,630 76,865

資本剰余金 10,272 22,571 22,771

資本準備金 2 2 2

その他資本剰余金 10,269 22,568 22,769

利益剰余金 △1,544 6,422 △37,234

その他利益剰余金 △1,544 6,422 △37,234

繰越利益剰余金 △1,544 6,422 △37,234

自己株式 △189 － △196

株主資本合計 72,904 68,624 62,205

その他有価証券評価差額金 △15,956 △1,750 △5,637

繰延ヘッジ損益 － △0 △0

評価・換算差額等合計 △15,956 △1,751 △5,638

純資産の部合計 56,948 66,872 56,567

負債及び純資産の部合計 2,541,103 2,630,935 2,529,655
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(2)【中間損益計算書】 

（単位：百万円）

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

前事業年度の 
要約損益計算書 

(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

経常収益 37,010 29,797 76,682

資金運用収益 25,573 19,773 54,608

（うち貸出金利息） 15,886 14,410 31,392

（うち有価証券利息配当金） 9,421 5,310 22,837

役務取引等収益 3,860 3,873 7,078

その他業務収益 2,405 3,470 9,555

その他経常収益 5,171 2,679 5,439

経常費用 38,425 24,009 110,832

資金調達費用 7,385 4,462 12,890

（うち預金利息） 4,278 3,550 8,177

役務取引等費用 1,961 1,768 3,784

その他業務費用 6,693 473 25,089

営業経費 14,401 12,781 28,069

その他経常費用 7,983 4,523 40,998

経常利益又は経常損失（△） △1,415 5,787 △34,150

特別利益 835 355 571

特別損失 99 26 1,624

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） △678 6,116 △35,203

法人税、住民税及び事業税 25 22 47

法人税等調整額 841 △329 1,983

法人税等合計 866 △306 2,030

中間純利益又は中間純損失（△） △1,544 6,422 △37,234
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(3)【中間株主資本等変動計算書】 

（単位：百万円）

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

前事業年度の 
株主資本等変動計算書 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

株主資本    

資本金    

前期末残高 64,365 76,865 64,365

当中間期変動額    

新株の発行 － － 12,500

減資 － △37,234 －

当中間期変動額合計 － △37,234 12,500

当中間期末残高 64,365 39,630 76,865

資本剰余金    

資本準備金    

前期末残高 － 2 －

当中間期変動額    

新株の発行 － － 12,500

準備金から剰余金への振替 － － △12,500

剰余金（その他資本剰余金）の配当 2 － 2

当中間期変動額合計 2 － 2

当中間期末残高 2 2 2

その他資本剰余金    

前期末残高 48,126 22,769 48,126

当中間期変動額    

減資 － 37,234 －

準備金から剰余金への振替 － － 12,500

その他資本剰余金の繰越利益剰余金への振替 △37,840 △37,234 △37,840

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △15 － △15

自己株式の処分 △0 △0 △1

自己株式の消却 － △200 －

当中間期変動額合計 △37,856 △200 △25,356

当中間期末残高 10,269 22,568 22,769

資本剰余金合計    

前期末残高 48,126 22,771 48,126

当中間期変動額    

新株の発行 － － 12,500

減資 － 37,234 －

その他資本剰余金の繰越利益剰余金への振替 △37,840 △37,234 △37,840

準備金から剰余金への振替 － － －

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △12 － △12

自己株式の処分 △0 △0 △1

自己株式の消却 － △200 －

当中間期変動額合計 △37,853 △200 △25,354

当中間期末残高 10,272 22,571 22,771
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（単位：百万円）

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

前事業年度の 
株主資本等変動計算書 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

利益剰余金    

その他利益剰余金    

別途積立金    

前期末残高 10,000 － 10,000

当中間期変動額    

別途積立金の繰越利益剰余金への振替 △10,000 － △10,000

当中間期変動額合計 △10,000 － △10,000

当中間期末残高 － － －

繰越利益剰余金    

前期末残高 △47,840 △37,234 △47,840

当中間期変動額    

別途積立金の繰越利益剰余金への振替 10,000 － 10,000

その他資本剰余金の繰越利益剰余金への振替 37,840 37,234 37,840

中間純利益又は中間純損失（△） △1,544 6,422 △37,234

当中間期変動額合計 46,296 43,657 10,605

当中間期末残高 △1,544 6,422 △37,234

利益剰余金合計    

前期末残高 △37,840 △37,234 △37,840

当中間期変動額    

別途積立金の繰越利益剰余金への振替 － － －

その他資本剰余金の繰越利益剰余金への振替 37,840 37,234 37,840

中間純利益又は中間純損失（△） △1,544 6,422 △37,234

当中間期変動額合計 36,296 43,657 605

当中間期末残高 △1,544 6,422 △37,234

自己株式    

前期末残高 △185 △196 △185

当中間期変動額    

自己株式の取得 △4 △4 △14

自己株式の処分 0 0 3

自己株式の消却 － 200 －

当中間期変動額合計 △4 196 △11

当中間期末残高 △189 － △196

株主資本合計    

前期末残高 74,465 62,205 74,465

当中間期変動額    

新株の発行 － － 25,000

減資 － － －

その他資本剰余金の繰越利益剰余金への振替 － － －

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △12 － △12

中間純利益又は中間純損失（△） △1,544 6,422 △37,234

自己株式の取得 △4 △4 △14

自己株式の処分 0 0 2

自己株式の消却 － － －

当中間期変動額合計 △1,561 6,418 △12,260

当中間期末残高 72,904 68,624 62,205
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（単位：百万円）

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

前事業年度の 
株主資本等変動計算書 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金    

前期末残高 △7,570 △5,637 △7,570

当中間期変動額    

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △8,385 3,886 1,933

当中間期変動額合計 △8,385 3,886 1,933

当中間期末残高 △15,956 △1,750 △5,637

繰延ヘッジ損益    

前期末残高 △13 △0 △13

当中間期変動額    

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 13 △0 12

当中間期変動額合計 13 △0 12

当中間期末残高 － △0 △0

評価・換算差額等合計    

前期末残高 △7,583 △5,638 △7,583

当中間期変動額    

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △8,372 3,886 1,945

当中間期変動額合計 △8,372 3,886 1,945

当中間期末残高 △15,956 △1,751 △5,638

純資産合計    

前期末残高 66,882 56,567 66,882

当中間期変動額    

新株の発行 － － 25,000

剰余金（その他資本剰余金）の配当 △12 － △12

中間純利益又は中間純損失（△） △1,544 6,422 △37,234

自己株式の取得 △4 △4 △14

自己株式の処分 0 0 2

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △8,372 3,886 1,945

当中間期変動額合計 △9,934 10,305 △10,314

当中間期末残高
 
 
 
 
 
 
 
(4)【継続企業の前提に関する注記】
 
　　 該当事項なし  

56,948 66,872 56,567
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